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債券価格 

債券投資の基礎 

金利と債券価格 

1 

 金利が上昇すると、債券価格はどうなるか？ 

    債券を買って保有していると、債券価格が下落して、損失が発生 

 価格が下落する局面で、収益を獲得するためには？                  

    債券を売っておくと、債券価格の下落を収益化できる 

上記は例示を目的とするものです。 

債券を 買って保有する （＝買いポジションを保有するファンド） 

金利が上昇して債券価格が下落すると、損失が発生 デュレーションはプラスである 

債券を 売っておく （＝売りポジションを保有するファンド）   

金利 

つまり つまり 

金利が上昇して債券価格が下落すると、収益を獲得 デュレーションはマイナスとなる すると つまり 

デュレーションとは・・・ 
金利が変動したときの債券（ファンド）の価格変動を示す 

金利感応度としての意味合いを持ち、おおよそ 

「価格変動＝－デュレーション×金利変動」で求められます。 

前提 

1. デュレーションX年の債券を買って保有するファンドで 

2. 金利が1%上昇した場合 

債券の ファンドの 

デュレー 

ション(X) 

価格 

変動 

デュレー 

ション 

価格 

変動 

例1 1年 -1% 1年 -1% 

例2 3年 -3% 3年 -3% 

上昇 

下落 

金利 

債券価格 

上昇 

下落 

債券価格の下落を 

収益に転じさせる 

損失 

収益 

債券価格が下落し 

損失となる 

【金利と債券価格の関係(イメージ図)】 

【金利と債券価格の関係(イメージ図)】 

前提 

1. デュレーションX年の債券を売っておくファンドで 

2. 金利が1%上昇した場合 

債券の ファンドの 

デュレー 

ション(X) 

価格 

変動 

デュレー 

ション 

価格 

変動 

例1 1年 -1% -1年 1% 

例2 3年 -3% -3年 3% 

デュレーションは通常と逆、 

つまりマイナスと表現されます 

収益 債券価格 

の下落 

損失 債券価格 

の下落 


